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＜連絡事項＞

・看護グループ研修があります。対象者は各自確認し参加して下さい。

12月 11日(木)　11：10～11:40　　　　　対象　：看護上級 ・ 介護上級
・12/31（水）・1/1（木）は業者が休みとなる為リネン交換はありません。

＜患者様連絡事項＞
・坂　貢様～風邪症状の訴えありＰＬ　3Ｐ　3×ndE　5日分処方となっています。

・武部　敏男様～本日、有料老人ホーム「あうら」より担当ケアマネ加藤氏と妻様来院され、現病状、身体状況確認を行っています。本人、施設入所に了承、御家族様より御家族様のスケジュールや施設入所の為、12/4 (木)14時退院希望あります。また、ケアマネより施設申し込みの為、診療情報提供書の依頼あり主治医へ確認後、PSW介して調整していく事としています。又、御家族様より、主治医へ診断書記載希望あり、情報提供していく事としています。
・鈴木　正長様～弟様へ連絡し、三沢施設については料金が高額な為、本人の年金等では入所は困難であるとの事。別施設を検討する事としています。

・小川　大様～本日、家族勉強会、疾病教室を行っています。家族勉強会について、計画では4回に分けて実施する事としていましたが、妻様へ確認した所、度々来院するのは難しいとの事でした。本日、1～3回分までの項目を実施し、その後、外泊へ行かれています。又、妻様へ退院後、どの程度サポートして頂けるか確認した所、休職中、本人自宅の事を何もせず飲酒していた事や家庭内での暴力の経緯、子共もその経緯を見ていた事から本人へ対し恐怖感があるとの事でした。その為、外泊や退院後の生活で本人の状態を確認してみない事には現段階では前向きには検討していないようです。
・根岸　英子様～臨時薬前回と同内容にて7日分処方となっています。
・赤石　陽介様～臨時薬前回と同内容にて7日分処方となっています。治験コーディネーター、黒澤薬剤師、主治医と協議し本日より治験薬開始となっています。
・佐藤　奈々恵様～臨時薬前回と同内容にて7日分処方となっています。
・小林　満様～臨時薬前回と同内容にて7日分処方となっています。

・阿部　文香様～本日外出に行かれています。衣類、下着、防水シーツの購入依頼をしています。帰院時危険物の持ち込み等の確認を行って下さい。

・木村　忠史様～腹部膨満著明。主治医より、腹部X-p指示あり施行。腹部X-p所見にて腸閉塞の可能性があるとの事。本日昼より点滴2日分処方となっています。　　　　　　
・山内　公博様～先日の面談にて青山荘入所の方向で話を進めていましたが、移山寮三浦氏より秋山施設長へ問い合わせた所、入所可能か判断しかねるとの返答あったと情報あり。後日、主治医、SGM、PSWにて協議をして頂きたいとの事でした。
・木村　英雄様～精神通所利用について次男妻様より妹様の協力が得られれば利用していきたいとの希望あります。又、退院時間について次男妻様へ電話連絡していますが不在でしたので、コールバックあった際には確認をお願いします。

・泉川　ケイ子様～先日、スタッフ付添いにて外出する事とし父様より了解を得て調整中でしたが、本人、自宅へ行き必要な物を持参してきたいとの希望聞かれています。11/30父様来院予定ですので確認をお願いします。

＜猪股Dr診察状況＞

・蛯名　豊美様～逸脱行為について主治医より注意受けています。明日より一ヶ月間逸脱行為見られなければ、正月外泊許可となる事となっています。
＜要注目患者様＞

・木村　忠史様～本日腹部痛訴えあり。排便あると話すも腹部膨満感見られる為主治医へ情報提供行い腹部X-p指示あり施行。イレウスの所見あり、絶食、点滴24時間キープの指示あり。服薬は可能とのこと。一時的に西Ｂユニット21号室へ移動しています。G音亢進、金属音は聞かれていません。腹部状態、消化器症状の確認・観察とライントラブルがないか注意していきましょう。
・佐藤　奈々恵様～昨日より今後に対しての不安感や、希死念慮聞かれており予測指示にて対応しています。都度訴え傾聴していますが、表情冴えなさは続いて見られています。夜間は浅眠経過。母様面会時、本人が元交際相手に対し、再度交際したいとの訴えや話し合いをして解決していきたいとの訴えに対し、母様は本人への対応に困っているとの事。本日、主治医へ状態報告し、午後より診察行っています。元交際相手、両親を含め、母様付添い外出にて話し合いを行って頂く予定としています。今後、結果によって自傷行為、自殺企図等の行動化の可能性が考えられます。本人の突発的行動には注意していきましょう。
・阿部　文香様～昨夜も話し掛けの多さ、気分の高揚さ見られているも衝動行為や他者とのトラブルは無く経過している。本日父様付き添いにて外出に行かれているも問題行動はなく帰院されている。引き続き精神症状の観察を行い、行動化に注意していきましょう。
＜転入患者様＞

氏名：畑中　成夫様　56歳　男性　　主　病　名：統合失調症

主　治　医：田名部Ｄｒ　　　　　　入院形態：医療保護入院

保　護　者：村上 　ユキ様　　　　　担当スタッフ：西山ＮＳ・横町ＣＷ　　　
【経過】

　H26年4月に入り、徐々に外出による買い物が出来た事で、気分の高揚見られ買い物してきた嗜好品類を1週間で食べきる事が見られていた。また、煙草が無くなる事で他者との物のやりとりも目立ち、神に関する発言は持続。他者を宗教へ勧誘する事も時折見られ、話を聞いた女性患者様を「自分の妻になる人」と決めつけ追い掛け回すような行動あり、強い介入要していた。その後、その患者様の退院により行動は落ち着いていたが、次のターゲットを探し回る様子みられていた。8月より「神がそうしろって言うから」と他者への挨拶頻回にあり。指導するもやめられずいた。11月よりさらに挨拶が頻回となり、他患者様よりクレームが多くなり、妄想に左右された発言続き迷惑行為頻回にて、東病棟Bユニットへ転棟。転棟後は「神が挨拶しろって言っていたので」と干渉行為について話していたが、目立った迷惑行為はなく他者とも交流されていた。神が今は挨拶しなくていい」と挨拶行為は見られていない。表情も穏やかで、興奮や粗暴的な言動もなく、妄想に左右された発言なく、療養環境変更目的にて西Ｂへ転棟となる。
